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ペ
ー
ジ

条　
　
　

例

〇
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
条
例 

（
人　

事　

課
）　
　

一

〇
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（　
　

同　
　

）　
　

三

〇
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策

　

推
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
等
に
関
す
る

　

条
例 

（
人
事
課
等
）　
　

三

〇
県
立
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（
教
育
庁
高
校
教
育
課
）　
　

四

〇
高
等
学
校
の
定
時
制
課
程
及
び
通
信
制
課
程
修
学
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例 

（　
　

同　
　

）　
　

四

〇
宮
城
県
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 
（
税　

務　

課
）　
　

五

〇
県
税
減
免
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 
（　
　

同　
　

）　
　

七

〇
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（
市
町
村
課
）　
　

七

〇
衛
生
試
験
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（
環
境
生
活
総
務
課
）　
　

八

〇
簡
易
給
水
施
設
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（
食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課
）　
　

八

〇
宮
城
県
特
定
大
規
模
集
客
施
設
の
立
地
の
誘
導
等
に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト
で
活
力
あ
る

　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（
商
工
経
営
支
援
課
）　
　

八

〇
職
業
能
力
開
発
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（
産
業
人
材
対
策
課
）　
　

九

〇
農
業
大
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（
農
業
振
興
課
）　
　

九

〇
県
立
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（
都
市
計
画
課
）　
　

九

〇
県
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（
住　

宅　

課
）　

一
〇

条　
　
　

例

　

職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
七
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
四
十
五
号

　
　
　

職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
条
例

　

（
趣
旨
）

第 

一
条　

こ
の
条
例
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二

十
六
条
の
六
第
一
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
項
、
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
及

び
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
六
条
の
五
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
（
県
の
一
般
職
の
職
員
及

び
県
費
負
担
教
職
員
（
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負
担
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
五
号
）
第
一
条
及
び
第

二
条
に
規
定
す
る
職
員
を
い
う
。）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）（
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
職
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り

任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ
る
職
員
及
び
非
常
勤
職
員
を
除
く
。
次
条
、
第
五
条
か
ら
第
八
条
ま
で
、
第
九
条
第
一
項

及
び
第
十
条
に
お
い
て
同
じ
。）
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
配
偶
者
同
行
休
業
の
承
認
）

第 

二
条　

任
命
権
者
は
、
職
員
が
申
請
し
た
場
合
に
お
い
て
、
公
務
の
運
営
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該

申
請
を
し
た
職
員
の
勤
務
成
績
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
た
上
で
、
当
該
職
員
が
、
配
偶
者
同
行
休
業
を
す
る
こ
と

を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
配
偶
者
同
行
休
業
の
期
間
）

第
三
条　

法
第
二
十
六
条
の
六
第
一
項
の
条
例
で
定
め
る
期
間
は
、
三
年
以
内
と
す
る
。

　

（
配
偶
者
同
行
休
業
の
対
象
と
な
る
配
偶
者
が
外
国
に
滞
在
す
る
事
由
）

第 

四
条　

法
第
二
十
六
条
の
六
第
一
項
の
条
例
で
定
め
る
事
由
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
（
六
月
以
上
に
わ
た
り
継
続
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
配
偶
者
外
国
滞
在
事
由
」
と
い
う
。）
と
す
る
。

　

一　

外
国
で
の
勤
務

　

二　

事
業
を
経
営
す
る
こ
と
そ
の
他
の
個
人
が
業
と
し
て
行
う
活
動
で
あ
っ
て
外
国
に
お
い
て
行
う
も
の

　

三 　

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
よ
る
大
学
に
相
当
す
る
外
国
の
大
学
（
こ
れ
に
準
ず
る

教
育
施
設
を
含
む
。）
で
あ
っ
て
外
国
に
所
在
す
る
も
の
に
お
け
る
修
学
（
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
に
該
当
す
る

も
の
を
除
く
。）

　

四　

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
に
準
ず
る
事
由
と
し
て
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の

　

（
配
偶
者
同
行
休
業
の
承
認
の
申
請
）

第 

五
条　

配
偶
者
同
行
休
業
の
承
認
の
申
請
は
、
配
偶
者
同
行
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
期
間
の
初
日
及
び
末
日
並
び
に

当
該
職
員
の
配
偶
者
（
法
第
二
十
六
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
配
偶
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
が
当
該
期
間
中
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に
外
国
に
住
所
又
は
居
所
を
定
め
て
滞
在
す
る
事
由
を
明
ら
か
に
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２ 　

任
命
権
者
は
、
配
偶
者
同
行
休
業
の
申
請
を
し
た
職
員
に
対
し
て
、
当
該
申
請
に
つ
い
て
確
認
す
る
た
め
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
配
偶
者
同
行
休
業
の
期
間
の
延
長
）

第 

六
条　

配
偶
者
同
行
休
業
を
し
て
い
る
職
員
は
、
当
該
配
偶
者
同
行
休
業
を
開
始
し
た
日
か
ら
引
き
続
き
配
偶
者
同

行
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
期
間
が
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
延
長
し
よ
う
と
す
る
期
間
の
末
日
を
明
ら

か
に
し
て
、
任
命
権
者
に
対
し
、
配
偶
者
同
行
休
業
の
期
間
の
延
長
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

第
二
条
の
規
定
は
、
配
偶
者
同
行
休
業
の
期
間
の
延
長
の
承
認
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　

（
配
偶
者
同
行
休
業
の
承
認
の
取
消
事
由
）　

第
七
条　

法
第
二
十
六
条
の
六
第
六
項
の
条
例
で
定
め
る
事
由
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
と
す
る
。

　

一 　

配
偶
者
が
外
国
に
滞
在
し
な
い
こ
と
と
な
り
、
又
は
配
偶
者
が
外
国
に
滞
在
す
る
事
由
が
配
偶
者
外
国
滞
在
事

由
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
。

　

二 　

配
偶
者
同
行
休
業
を
し
て
い
る
職
員
が
、
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
宮
城
県
条

例
第
七
号
）
第
十
六
条
又
は
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
宮
城
県
条
例
第
八
号
）

第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
産
前
産
後
の
特
別
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
。

　

三 　

任
命
権
者
が
、
配
偶
者
同
行
休
業
を
し
て
い
る
職
員
に
つ
い
て
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業
を
承
認
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
。

　

（
届
出
）

第 

八
条　

配
偶
者
同
行
休
業
を
し
て
い
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
任
命
権
者
に
届

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

配
偶
者
が
死
亡
し
た
場
合

　

二　

配
偶
者
が
職
員
の
配
偶
者
で
な
く
な
っ
た
場
合

　

三　

配
偶
者
と
生
活
を
共
に
し
な
く
な
っ
た
場
合

　

四　

前
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合

２　

第
五
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　

（
配
偶
者
同
行
休
業
に
伴
う
任
期
付
採
用
及
び
臨
時
的
任
用
）

第 

九
条　

任
命
権
者
は
、
第
二
条
又
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
期

間
（
以
下
「
申
請
期
間
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
職
員
の
配
置
換
え
そ
の
他
の
方
法
に
よ
っ
て
当
該
申
請
を
し
た
職

員
の
業
務
を
処
理
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
業
務
を
処
理
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
任
用
の
い
ず
れ
か
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
号
に
掲
げ
る
任
用
は
、
申
請
期
間
に
つ

い
て
一
年
を
超
え
て
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

一　

申
請
期
間
を
任
用
の
期
間
（
以
下
「
任
期
」
と
い
う
。）
の
限
度
と
し
て
行
う
任
期
を
定
め
た
採
用

　

二　

申
請
期
間
を
任
期
の
限
度
と
し
て
行
う
臨
時
的
任
用

２ 　

任
命
権
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
職
員
の
任
期
が
申
請
期
間
に
満
た
な
い
場
合
に

あ
っ
て
は
、
当
該
申
請
期
間
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
任
期
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３ 　

任
命
権
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
職
員
の
任
期
を
更
新
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
当
該
職
員
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
職
務
復
帰
後
に
お
け
る
号
俸
の
調
整
）

第 

十
条　

配
偶
者
同
行
休
業
を
し
た
職
員
が
職
務
に
復
帰
し
た
場
合
に
お
い
て
、
部
内
の
他
の
職
員
と
の
均
衡
上
必
要

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
配
偶
者
同
行
休
業
の
期
間
を
百
分
の
五
十
以
下
の
換
算
率
に
よ
り
換
算
し
て

得
た
期
間
を
引
き
続
き
勤
務
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
そ
の
職
務
に
復
帰
し
た
日
及
び
そ
の
日
後
に
お
け
る
最
初
の

昇
給
日
（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
九
号
）
第
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る

人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
日
を
い
う
。）
又
は
そ
の
い
ず
れ
か
の
日
に
、
昇
給
の
場
合
に
準
じ
て
そ
の
者
の
号
俸

を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２ 　

配
偶
者
同
行
休
業
を
し
た
職
員
が
職
務
に
復
帰
し
た
場
合
に
お
け
る
号
俸
の
調
整
に
つ
い
て
、
前
項
の
規
定
に
よ

る
場
合
に
は
部
内
の
他
の
職
員
と
の
均
衡
を
著
し
く
失
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
あ
ら
か
じ
め
人
事
委
員
会
と
協
議
し
て
、
そ
の
者
の
号
俸
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
退
職
手
当
の
取
扱
い
）

第 

十
一
条　

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
宮
城
県
条
例
第
七
十
号
）
第
六
条
の
四
第
一
項
及
び

第
七
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
配
偶
者
同
行
休
業
を
し
た
期
間
は
、
同
条
例
第
六
条
の
四
第
一
項
に

規
定
す
る
現
実
に
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
期
間
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

２ 　

配
偶
者
同
行
休
業
を
し
た
期
間
に
つ
い
て
の
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
第
七
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
項
中
「
そ
の
月
数
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
月
数
（
地
方
公
務
員
法
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
た
だ

し
書
に
規
定
す
る
事
由
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
事
由
に
よ
り
現
実
に
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
要
し
な
か
つ
た
期
間
に

つ
い
て
は
、
そ
の
月
数
）」
と
あ
る
の
は
、「
そ
の
月
数
」
と
す
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
）

２　

職
員
定
数
条
例
（
昭
和
三
十
三
年
宮
城
県
条
例
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
四
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　

十 

一　

職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
六
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
五
号
）
第
二
条
の
承
認
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を
受
け
た
職
員

　
　

第
四
条
第
二
項
中
「
第
十
号
」
を
「
第
十
一
号
」
に
改
め
る
。

　

（
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

３　

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
宮
城
県
条
例
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

 　

第
二
条
第
一
号
中
「
第
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
六

年
宮
城
県
条
例
第
四
十
五
号
）
第
九
条
第
一
項
」
を
加
え
る
。

　

 　

第
十
条
第
一
号
中
「
第
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
条
例
第
九
条
第
一
項
」

を
加
え
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
七
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
四
十
六
号

　
　
　

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
二
項
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

　

四　

職
員
の
休
業
の
状
況

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 
　
　
　
　

　

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
等
に
関
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
七
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
四
十
七
号

　
　
　

 

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
等
に
関
す
る
条
例

　

（
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第 

一
条　

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
百
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　

 　

第
四
条
第
一
項
第
二
号
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に
、「
、
育

成
又
は
更
生
」
を
「
又
は
育
成
」
に
改
め
る
。

　

（
貸
付
資
金
に
関
す
る
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改
正
）

第 

二
条　

貸
付
資
金
に
関
す
る
特
別
会
計
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　
　

第
一
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

一　

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
特
別
会
計

　

（
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
条
例
の
一
部
改
正
）

第
三
条　

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
条
例
（
平
成
十
四
年
宮
城
県
条
例
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

 　

別
表
第
二
第
十
号
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に
改
め
、「
母
子

福
祉
資
金
貸
付
金
」
の
下
に
「
、
父
子
福
祉
資
金
貸
付
金
」
を
加
え
る
。

　

（
社
会
福
祉
審
議
会
条
例
の
一
部
改
正
）

第
四
条　

社
会
福
祉
審
議
会
条
例
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
及
び
」
の
下
に
「
父
子
家
庭
並
び
に
」
を
加
え
る
。

　

（
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
協
議
会
条
例
の
一
部
改
正
）

第 

五
条　

次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
協
議
会
条
例
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
条
例
第
百
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　
　

附
則
第
三
項
中
「
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

　

（
母
子
福
祉
資
金
貸
付
金
及
び
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
免
除
条
例
の
一
部
改
正
）

第 

六
条　

母
子
福
祉
資
金
貸
付
金
及
び
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
免
除
条
例
（
昭
和
四
十
三
年
宮
城
県
条
例
第
三
十

五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　
　

母
子
福
祉
資
金
貸
付
金
、
父
子
福
祉
資
金
貸
付
金
及
び
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
免
除
条
例

　
 　

第
一
条
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に
、「
）
第
十
五
条
」
を
「
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
十
五
条
、
法
第
三
十
一
条
の
六
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
」
に
、「
同
法

第
三
十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
」
を
「
法
第
三
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
」
に
改
め
、

「
母
子
福
祉
資
金
貸
付
金
」
の
下
に
「
、
父
子
福
祉
資
金
貸
付
金
」
を
、「
免
除
」
の
下
に
「
並
び
に
次
代
の
社
会

を
担
う
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

二
十
六
年
法
律
第
二
十
八
号
）
附
則
第
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
資
金

（
以
下
「
旧
資
金
」
と
い
う
。）
の
償
還
の
免
除
」
を
加
え
る
。
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第
二
条
第
一
項
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
第
十
三
条
、
同
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
同
法
」
を
「
法
第
十
三
条
、
法
第
三
十
一
条
の
六
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、

法
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
法
」
に
改
め
、「
貸
付
け
」
の
下
に
「
又
は
旧
資
金
の
貸
付
け
」

を
、「
当
該
貸
付
金
」
の
下
に
「
又
は
当
該
旧
資
金
」
を
加
え
る
。

　

（
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
）

第
七
条　

母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
条
例
第
百
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　
　

母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例

　
　

第
一
条
中
「
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
を
「
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

　

 　

第
二
条
第
一
項
中
「
母
子
家
庭
及
び
」
の
下
に
「
父
子
家
庭
並
び
に
」
を
加
え
、「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を
「
母

子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に
、「
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
を
「
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
の
表
中
「

宮
城
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

」
を

「

宮
城
県
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

」
に
改
め
る
。

　

 　

第
三
条
第
一
号
中
「
及
び
」
の
下
に
「
父
子
家
庭
並
び
に
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
母
及
び
」

の
下
に
「
父
子
家
庭
の
父
並
び
に
」
を
加
え
る
。

　

 　

第
九
条
第
二
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
母
子
福
祉
関
係
施
設
」
の
下
に
「
又
は
父
子
福
祉

関
係
施
設
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
母
子
福
祉
」
の
下
に
「
又
は
父
子
福
祉
」
を

加
え
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
母
子
福
祉
団
体
」
を
「
母
子
・
父
子
福
祉
団
体
」
に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　

二　

法
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
配
偶
者
の
な
い
男
子
及
び
そ
の
扶
養
す
る
子

　

（
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第 

八
条　

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
宮
城
県
条
例
第
九
十
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

 　

第
七
十
一
条
第
二
項
中
「
母
子
自
立
支
援
員
、
母
子
福
祉
団
体
」
を
「
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
、
母
子
・
父
子

福
祉
団
体
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１ 　

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す

る
条
例
第
四
条
第
一
項
第
二
号
の
改
正
規
定
（「
、
育
成
又
は
更
生
」
を
「
又
は
育
成
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）

及
び
第
五
条
の
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、
第
二
条
、
次
項
及
び
附
則
第
三
項
の
規
定
は
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か

ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２ 　

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
貸
付
資
金
に
関
す
る
特
別
会
計
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。）
の
規
定
は
、

新
条
例
第
一
条
第
一
号
に
規
定
す
る
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
特
別
会
計
の
平
成
二
十
七
年
度
の
予
算
か
ら
適
用

し
、
改
正
前
の
貸
付
資
金
に
関
す
る
特
別
会
計
条
例
（
以
下
「
旧
条
例
」
と
い
う
。）
第
一
条
第
一
号
に
規
定
す
る

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
特
別
会
計
の
平
成
二
十
六
年
度
の
収
入
及
び
支
出
並
び
に
同
年
度
以
前
の
年
度
の
決
算
に
関
し

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３ 　

第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
際
旧
条
例
第
一
条
第
一
号
に
規
定
す
る
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
特
別
会
計
に
属
す
る
権
利

及
び
義
務
は
、新
条
例
第
一
条
第
一
号
に
規
定
す
る
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
特
別
会
計
に
帰
属
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

県
立
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
七
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
四
十
八
号

　
　
　

県
立
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

県
立
学
校
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
の
表
高
等
学
校
の
項
中
「

一
科
目
に

つ
き
年
額

八
二
〇
円

」
を
「

一
単
位
に

つ
き

三
三
六
円

」
に
改
め
る
。

　

附
則
第
三
項
中
「
平
成
二
十
五
年
度
」
を
「
平
成
二
十
六
年
度
」
に
、「
平
成
二
十
六
年
度
分
」
を
「
平
成
二
十
七

年
度
分
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
中
第
六
条
第
一
項
の
表
高
等
学
校
の
項
の
改
正
規
定
は
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
、
附
則
第
三
項
の

改
正
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

高
等
学
校
の
定
時
制
課
程
及
び
通
信
制
課
程
修
学
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
七
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
四
十
九
号

宮　　城　　県　　公　　報号外第31号　平成26年７月10日　木曜日 （4）



　
　
　

高
等
学
校
の
定
時
制
課
程
及
び
通
信
制
課
程
修
学
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

高
等
学
校
の
定
時
制
課
程
及
び
通
信
制
課
程
修
学
資
金
貸
付
条
例
（
昭
和
四
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
八
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
す
る
。

　

第
七
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
六
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
る
。

　

第
九
条
中
「
貸
付
期
間
」
の
下
に
「
の
二
倍
」
を
加
え
る
。

　

第
十
条
第
二
項
第
一
号
中
「
高
等
学
校
」
の
下
に
「（
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
及
び
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部

を
含
む
。）」
を
、「
高
等
専
門
学
校
」
の
下
に
「
、
専
修
学
校
の
高
等
課
程
」
を
加
え
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
等
）

１ 　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
高
等
学
校
の
定
時
制
課
程
及
び
通
信
制
課
程
修
学
資
金
貸
付

条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。）
の
規
定
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
（
以
下
「
適
用
日
」
と
い
う
。）
か
ら

適
用
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２ 　

新
条
例
第
九
条
の
規
定
は
、
適
用
日
以
後
に
貸
付
け
を
受
け
た
修
学
資
金
の
償
還
に
つ
い
て
適
用
し
、
適
用
日
前

に
貸
付
け
を
受
け
た
修
学
資
金
の
償
還
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３ 　

適
用
日
前
に
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
者
が
、
引
き
続
き
適
用
日
以
後
に
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
る
場

合
（
高
等
学
校
の
定
時
制
課
程
及
び
通
信
制
課
程
修
学
資
金
貸
付
条
例
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
適
用
日
前
に
貸

付
け
を
受
け
た
修
学
資
金
の
償
還
の
猶
予
を
受
け
た
後
、
引
き
続
き
適
用
日
以
後
に
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
る

場
合
を
含
む
。）に
お
け
る
新
条
例
第
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、同
条
中「
貸
付
期
間
の
二
倍
に
相
当
す
る
」

と
あ
る
の
は
、「
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
前
に
貸
付
け
を
受
け
た
修
学
資
金
の
貸
付
期
間
に
相
当
す
る
期
間
と
同

日
以
後
に
貸
付
け
を
受
け
た
修
学
資
金
の
貸
付
期
間
の
二
倍
に
相
当
す
る
期
間
と
を
合
算
し
た
」
と
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

宮
城
県
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
七
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
五
十
号

　
　
　

宮
城
県
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

（
宮
城
県
県
税
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条　

宮
城
県
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

 　

第
二
十
七
条
第
二
項
第
一
号
の
表
中
「
超
え
る
」
を
「
超
え
四
千
万
円
以
下
の
」
に
改
め
、
同
表
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。四

千
万
円
を
超
え
る
金
額

 

百
分
の
四
十
五

　
　

第
二
十
七
条
の
二
第
二
項
中
「
百
分
の
五
」
を
「
百
分
の
三
・
二
」
に
改
め
る
。

　

 　

第
三
十
九
条
第
二
項
中
「
第
七
十
二
条
の
二
十
一
第
一
項
」
を
「
第
七
十
二
条
の
二
十
一
」
に
、「
第
七
十
二
条

の
二
十
三
第
一
項
」
を
「
第
七
十
二
条
の
二
十
三
」
に
改
め
る
。

　

 　

第
四
十
条
第
一
項
中
「
第
七
十
二
条
の
二
十
三
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
七
十
二
条
の
二
十
三
第
二
項
」
に
改

め
る
。

　

 　

附
則
第
四
条
の
二
中
「
第
四
十
条
第
三
項
後
段
（
同
条
第
六
項
か
ら
第
十
項
ま
で
」
の
下
に
「
及
び
第
十
一
項
（
同

条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、「
同
条
第
三
項
に
規

定
す
る
公
益
法
人
等
（
同
条
第
六
項
か
ら
第
十
項
ま
で
」
を
「
同
法
第
四
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
公
益
法
人
等
（
同

条
第
六
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
」
に
、「
財
産
（
同
条
第
六
項
か
ら
第
十
項
ま
で
」
を
「
財
産
（
同
条
第
六
項
か
ら

第
十
一
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

　
　

附
則
第
五
条
の
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

第 

五
条
の
六　

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
平
成
五
十
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
の
第
二
十
七

条
及
び
前
条
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
次
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
第
二
十
七
条
第
二
項
第
一
号
の
表
百
九
十
五
万
円
以
下
の
金
額
の
項
中
「
百
分
の
八
十
五
」
と
あ

る
の
は
「
百
分
の
八
十
四
・
八
九
五
」
と
、
同
表
百
九
十
五
万
円
を
超
え
三
百
三
十
万
円
以
下
の
金
額
の
項
中
「
百

分
の
八
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
七
十
九
・
七
九
」
と
、
同
表
三
百
三
十
万
円
を
超
え
六
百
九
十
五
万
円
以
下

の
金
額
の
項
中
「
百
分
の
七
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
六
十
九
・
五
八
」
と
、
同
表
六
百
九
十
五
万
円
を
超
え

九
百
万
円
以
下
の
金
額
の
項
中
「
百
分
の
六
十
七
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
六
十
六
・
五
一
七
」
と
、
同
表
九
百

万
円
を
超
え
千
八
百
万
円
以
下
の
金
額
の
項
中
「
百
分
の
五
十
七
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
五
十
六
・
三
〇
七
」

と
、
同
表
千
八
百
万
円
を
超
え
四
千
万
円
以
下
の
金
額
の
項
中
「
百
分
の
五
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
四
十
九
・

一
六
」
と
、
同
表
四
千
万
円
を
超
え
る
金
額
の
項
中
「
百
分
の
四
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
四
十
四
・
〇
五

五
」
と
、
前
条
第
三
号
中
「
百
分
の
五
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
四
十
九
・
一
六
」
と
、
同
条
第
四
号
中
「
百

分
の
六
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
五
十
九
・
三
七
」
と
、
同
条
第
五
号
中
「
百
分
の
七
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
百

分
の
七
十
四
・
六
八
五
」
と
す
る
。

　
　

附
則
第
八
条
中
「
百
分
の
五
・
八
」
を
「
百
分
の
四
・
〇
」
に
改
め
る
。

　

 　

附
則
第
十
条
の
二
の
三
中
「
平
成
二
十
年
十
月
一
日
」
を
「
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
」
に
改
め
、
同
条
の
表
第

四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
ハ
の
表
の
項
か
ら
附
則
第
十
条
の
二
第
五
項
の
項
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
ハ
の
表

百
分
の
三
・
八

百
分
の
二
・
二

百
分
の
五
・
五

百
分
の
三
・
二

百
分
の
七
・
二

百
分
の
四
・
三

第
四
十
一
条
第
一
項
第
二
号
の
表

百
分
の
五

百
分
の
三
・
四

百
分
の
六
・
六

百
分
の
四
・
六

第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
表

百
分
の
五

百
分
の
三
・
四

百
分
の
七
・
三

百
分
の
五
・
一

百
分
の
九
・
六

百
分
の
六
・
七

第
四
十
一
条
第
二
項

百
分
の
一
・
三

百
分
の
〇
・
九

第
四
十
一
条
第
三
項
第
一
号
ハ

百
分
の
七
・
二

百
分
の
四
・
三

第
四
十
一
条
第
三
項
第
二
号

百
分
の
六
・
六

百
分
の
四
・
六

第
四
十
一
条
第
三
項
第
三
号

百
分
の
九
・
六

百
分
の
六
・
七

附
則
第
十
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ハ
の
表

百
分
の
三
・
九
九

百
分
の
二
・
三
九

百
分
の
五
・
七
七
五

百
分
の
三
・
四
七
五

百
分
の
七
・
五
六

百
分
の
四
・
六
六

附
則
第
十
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
表

百
分
の
五
・
二
五

百
分
の
三
・
六
五

百
分
の
六
・
九
三

百
分
の
四
・
九
三

附
則
第
十
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
表

百
分
の
五
・
二
五

百
分
の
三
・
六
五

百
分
の
七
・
六
六
五

百
分
の
五
・
四
六
五

百
分
の
十
・
〇
八

百
分
の
七
・
一
八

附
則
第
十
条
の
二
第
二
項

百
分
の
一
・
三
六
五

百
分
の
〇
・
九
六
五

附
則
第
十
条
の
二
第
三
項
第
一
号
ハ

百
分
の
七
・
五
六

百
分
の
四
・
六
六

附
則
第
十
条
の
二
第
三
項
第
二
号

百
分
の
六
・
九
三

百
分
の
四
・
九
三

附
則
第
十
条
の
二
第
三
項
第
三
号

百
分
の
十
・
〇
八

百
分
の
七
・
一
八

附
則
第
十
条
の
二
第
五
項

百
分
の
六
・
九
三

百
分
の
四
・
九
三

百
分
の
八
・
二
九
五

百
分
の
五
・
八
九
五

　

 　

附
則
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
中
「
取
得
を
し
た
も
の
と
」
の
下
に
「
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
贈
与
又
は
相
続

若
し
く
は
遺
贈
に
よ
り
払
出
し
が
あ
つ
た
非
課
税
口
座
内
上
場
株
式
等
を
取
得
し
た
県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務

者
に
つ
い
て
は
、
当
該
贈
与
又
は
相
続
若
し
く
は
遺
贈
の
時
に
、
そ
の
払
出
し
時
の
金
額
を
も
つ
て
当
該
非
課
税
口

座
内
上
場
株
式
等
と
同
一
銘
柄
の
株
式
等
を
取
得
し
た
も
の
と
」
を
加
え
る
。

　

（
宮
城
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第 

二
条　

宮
城
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

 　

第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
の
改
正
規
定
中
「
第
八
条
の
三
第
四
項
第
二
号
」
に
」
の
下
に
「
、「
若
し
く
は
同
法
」

を
「
、
同
法
」
に
改
め
、「
国
外
株
式
の
配
当
等
」
の
下
に
「
若
し
く
は
同
法
第
四
十
一
条
の
十
二
の
二
第
一
項
第

二
号
に
規
定
す
る
国
外
割
引
債
の
償
還
金
に
係
る
差
益
金
額
」
を
加
え
」
を
加
え
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１ 　

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号

に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

一　

第
一
条
中
宮
城
県
県
税
条
例
第
三
十
九
条
第
二
項
の
改
正
規
定
及
び
第
二
条
の
規
定　

公
布
の
日

　

二 　

第
一
条
中
宮
城
県
県
税
条
例
附
則
第
四
条
の
二
及
び
附
則
第
二
十
二
条
の
二
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
三
項

及
び
附
則
第
四
項
の
規
定　

平
成
二
十
七
年
一
月
一
日

　

三 　

第
一
条
中
宮
城
県
県
税
条
例
第
二
十
七
条
第
二
項
第
一
号
及
び
附
則
第
五
条
の
六
の
改
正
規
定
並
び
に
次
項
の

規
定　

平
成
二
十
八
年
一
月
一
日

　

四　

第
一
条
中
宮
城
県
県
税
条
例
第
四
十
条
第
一
項
の
改
正
規
定　

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

　

（
県
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）
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２ 　

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
宮
城
県
県
税
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。）
第
二
十
七
条
第
二
項
第
一

号
及
び
附
則
第
五
条
の
六
の
規
定
は
、
平
成
二
十
八
年
度
以
後
の
年
度
分
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
平

成
二
十
七
年
度
分
ま
で
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３ 　

新
条
例
附
則
第
四
条
の
二
の
規
定
は
、
平
成
二
十
七
年
度
以
後
の
年
度
分
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、

平
成
二
十
六
年
度
分
ま
で
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４ 　

新
条
例
附
則
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
七
年
度
以
後
の
年
度
分
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い

て
適
用
す
る
。

５ 　

新
条
例
第
二
十
七
条
の
二
第
二
項
及
び
附
則
第
八
条
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と

い
う
。）
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
分
の
法
人
の
県
民
税
及
び
施
行
日
以
後
に
開
始
す
る
連
結
事
業
年
度
分
の
法

人
の
県
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
分
の
法
人
の
県
民
税
及
び
施
行
日
前
に
開
始
し

た
連
結
事
業
年
度
分
の
法
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　

（
事
業
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

６ 　

新
条
例
附
則
第
十
条
の
二
の
三
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い

て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

県
税
減
免
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
七
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
五
十
一
号

　
　
　

県
税
減
免
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

県
税
減
免
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
六
条
第
八
号
中
「
社
団
法
人
大
崎
地
方
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
」
を
「
一
般
社
団
法
人
大
崎
地
方
労
働
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
」
に
、「
財
団
法
人
宮
城
県
青
年
会
館
（
」
を
「
一
般
財
団
法
人
宮
城
県
青
年
会
館
（
」
に
改
め
、
同
条
第
九

号
中
「
第
四
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
農
地
売
買
等
事
業
」
を
「
第
七
条
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
七
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
五
十
二
号

　
　
　

事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第 

一
条　

事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
宮
城
県
条
例
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

　

 　

第
二
条
の
表
中
三
十
四
の
十
一
の
項
を
三
十
四
の
十
二
の
項
と
し
、
三
十
四
の
八
の
項
か
ら
三
十
四
の
十
の
項
ま

で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
三
十
四
の
七
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

三 

十
四
の
八　

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供

の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
法
」
と
い
う
。）
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育

等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
文
部

科
学
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
三
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
省
令
」
と
い

う
。）
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

　

イ 　

法
第
三
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
等
（
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
（
認
定
こ
ど
も
園
で
あ
る
幼
保
連
携
施
設
（
幼

稚
園
及
び
保
育
所
で
構
成
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。）
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。）
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

　

ロ 　

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
受
理
（
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

　

ハ 　

法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
有
効
期
間
の
設
定
等
（
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

　

ニ 　

法
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

に
係
る
も
の
を
除
く
。）

　

ホ 　

法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等
（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

　

ヘ 　

法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
受
理
等
（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

　

ト 　

法
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
取
消
し
等
（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

　

チ 　

法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

　

リ 　

省
令
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
軽
微
な
変
更
に
係
る
数
の
設
定
等
（
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

　

ヌ 　

省
令
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
書
の
提
出
期
日
の
設
定
等
（
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
係
る
も
の
を
除
く
。）

仙
台
市

第
二
条　

事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

 　

第
二
条
の
表
三
十
四
の
八
の
項
イ
中
「
及
び
第
五
項
」
を
「
、
第
五
項
及
び
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
」
に
改
め
、

「（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
（
認
定
こ
ど
も
園
で
あ
る
幼
保
連
携
施
設
（
幼
稚
園
及
び
保
育
所
で
構
成
さ
れ
る

も
の
に
限
る
。）
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
に
係
る
も
の
を
除
く
。）」
を
削
り
、
同
項
ロ
及
び
ハ
中

「（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
係
る
も
の
を
除
く
。）」
を
削
り
、
同
項
ニ
か
ら
チ
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　

ニ　

法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
取
消
し
等

　
　
　

ホ　

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議

　
　
　

ヘ　

法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供

　
　
　

ト　

法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
等

　
　
　

チ　

法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
受
理
等
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第
二
条
の
表
三
十
四
の
八
の
項
リ
及
び
ヌ
中
「（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
係
る
も
の
を
除
く
。）」
を
削
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１ 　

こ
の
条
例
中
第
一
条
、
次
項
及
び
附
則
第
三
項
の
規
定
は
平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
、
第
二
条
の
規
定
は

同
日
又
は
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
六
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。）
の
施
行
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か

ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２ 　

第
一
条
の
規
定
の
施
行
の
際
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
第
二
条
の
表
三
十

四
の
八
の
項
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
そ
れ
ぞ
れ
の
法
令
（
以
下
「
法
令
」
と
い
う
。）
の
規
定
に
よ
り
知
事

が
行
っ
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
で
現
に
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
又
は
第
一
条
の
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行

日
」
と
い
う
。）
前
に
法
令
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
で
施
行
日
以
後
に
お
い

て
は
仙
台
市
長
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
な
る
事
務
に
係
る
も
の
に
対
す
る
施
行
日
以
後
に
お
け
る
法
令

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
仙
台
市
長
の
行
っ
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
又
は
仙
台
市
長
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請

そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

　

（
準
備
行
為
）

３ 　

改
正
法
附
則
第
九
条
の
規
定
に
基
づ
く
準
備
行
為
で
あ
っ
て
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
事
務
処
理
の
特

例
に
関
す
る
条
例
第
二
条
の
表
三
十
四
の
八
の
項
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
務
を
処
理
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
は
、
第

二
条
の
規
定
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
、
仙
台
市
が
処
理
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

衛
生
試
験
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
七
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
五
十
三
号

　
　
　

衛
生
試
験
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

衛
生
試
験
手
数
料
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
号
の
表
一
の
項
１
㈠
⑴
中
「
五
十
の
項
」
を
「
五
十
一
の
項
」
に
改
め
、
同
項
１
㈠
⑵
中
「
三
十
七
の
項

及
び
四
十
五
の
項
か
ら
五
十
の
項
」
を
「
三
十
八
の
項
及
び
四
十
六
の
項
か
ら
五
十
一
の
項
」
に
改
め
、
同
項
１
㈡
⑴

中
「
十
二
の
項
か
ら
十
九
の
項
ま
で
、
二
十
一
の
項
か
ら
二
十
四
の
項
ま
で
、
二
十
六
の
項
か
ら
三
十
の
項
ま
で
、
三

十
二
の
項
、
四
十
の
項
か
ら
四
十
二
の
項
」
を
「
十
三
の
項
か
ら
二
十
の
項
ま
で
、
二
十
二
の
項
か
ら
二
十
五
の
項
ま

で
、
二
十
七
の
項
か
ら
三
十
一
の
項
ま
で
、
三
十
三
の
項
、
四
十
一
の
項
か
ら
四
十
三
の
項
」
に
、「
四
十
四
の
項
」

を
「
四
十
五
の
項
」
に
改
め
、
同
項
１
㈡
⑵
中
「
十
一
の
項
ま
で
、
二
十
の
項
、
二
十
五
の
項
、
三
十
一
の
項
、
三
十

三
の
項
か
ら
三
十
六
の
項
ま
で
、
四
十
三
の
項
及
び
四
十
五
の
項
」
を
「
十
二
の
項
ま
で
、
二
十
一
の
項
、
二
十
六
の

項
、
三
十
二
の
項
、
三
十
四
の
項
か
ら
三
十
七
の
項
ま
で
、
四
十
四
の
項
及
び
四
十
六
の
項
」
に
改
め
、
同
項
１
㈡
⑶

中
「
三
十
七
の
項
か
ら
三
十
九
の
項
」
を
「
三
十
八
の
項
か
ら
四
十
の
項
」
に
、「
四
十
六
の
項
か
ら
五
十
の
項
」
を
「
四

十
七
の
項
か
ら
五
十
一
の
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

簡
易
給
水
施
設
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
七
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
五
十
四
号

　
　
　

簡
易
給
水
施
設
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第 

一
条　

簡
易
給
水
施
設
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
年
宮
城
県
条
例
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　

 　

第
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
十
九
の
項
ま
で
及
び
三
十
一
の
項
か
ら
五
十
の
項
」
を
「
八
の
項
ま
で
、
十
の
項
か

ら
二
十
の
項
ま
で
及
び
三
十
二
の
項
か
ら
五
十
一
の
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
十
の
項
、
二
十
の
項
か
ら
三

十
の
項
ま
で
、
三
十
七
の
項
及
び
四
十
五
の
項
か
ら
五
十
の
項
」
を
「
十
一
の
項
、
二
十
一
の
項
か
ら
三
十
一
の
項

ま
で
、
三
十
八
の
項
及
び
四
十
六
の
項
か
ら
五
十
一
の
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
十
の
項
、
三
十
七
の
項
及

び
四
十
五
の
項
か
ら
五
十
の
項
」
を
「
十
一
の
項
、
三
十
八
の
項
及
び
四
十
六
の
項
か
ら
五
十
一
の
項
」
に
改
め
る
。

第
二
条　

簡
易
給
水
施
設
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

 　

第
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
か
ら
八
の
項
ま
で
、
十
の
項
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
二
の
項
」

の
下
に
「
、
九
の
項
」
を
加
え
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
中
第
一
条
の
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、
第
二
条
の
規
定
は
平
成
二
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

宮
城
県
特
定
大
規
模
集
客
施
設
の
立
地
の
誘
導
等
に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
七
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
五
十
五
号
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宮
城
県
特
定
大
規
模
集
客
施
設
の
立
地
の
誘
導
等
に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

宮
城
県
特
定
大
規
模
集
客
施
設
の
立
地
の
誘
導
等
に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る

条
例
（
平
成
二
十
一
年
宮
城
県
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
五
号
ロ
中
「
第
五
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
六
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
ニ
中
「
第
九
条

第
十
一
項
」
を
「
第
九
条
第
十
四
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
又
は
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年

法
律
第
三
十
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
七
月
三
日
）
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

職
業
能
力
開
発
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
七
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
五
十
六
号

　
　
　

職
業
能
力
開
発
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

職
業
能
力
開
発
校
条
例
（
昭
和
四
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

附
則
第
五
項
中
「
平
成
二
十
五
年
度
」
を
「
平
成
二
十
六
年
度
」
に
、「
平
成
二
十
六
年
度
分
」
を
「
平
成
二
十
七

年
度
分
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 
　
　
　
　

　

農
業
大
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
七
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
五
十
七
号

　
　
　

農
業
大
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

農
業
大
学
校
条
例
（
昭
和
五
十
八
年
宮
城
県
条
例
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

附
則
第
四
項
中
「
平
成
二
十
五
年
度
」
を
「
平
成
二
十
六
年
度
」
に
、「
平
成
二
十
六
年
度
分
」
を
「
平
成
二
十
七

年
度
分
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

県
立
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
七
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
五
十
八
号

　
　
　

県
立
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

県
立
都
市
公
園
条
例
（
昭
和
三
十
四
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
宮
城
野
原
公
園
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

宮
城
野
原
公
園

宮
城
球
場

宮
城
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

宮
城
相
撲
場

別
表
第
三
宮
城
野
原
公
園
の
項
中
「

宮
城
自
転
車
競
技
場

宮
城
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

宮
城
相
撲
場

」
を
「

宮
城
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

宮
城
相
撲
場

」
に
改

め
る
。

　

別
表
第
四
第
一
号
の
表
公
園
施
設
の
管
理
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

公
園
施
設
の
管
理

宮
城
球
場

一
年
に
つ
き

 

一
九
四
、
九
八
〇
、
〇
〇
〇
円

松
島
海
岸
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

一
平
方
メ
ー
ト
ル
一
月
に

つ
き

 

二
、
七
〇
〇
円

そ
の
他
の
公
園
施
設

 

一
、
一
〇
〇
円

　

別
表
第
七
第
一
号
の
表
宮
城
自
転
車
競
技
場
の
項
を
削
り
、
別
表
第
七
第
二
号
の
表
宮
城
球
場
の
項
中

「

室
内
練
習
場

一
時
間
に
つ
き

一
般

 

九
、
二
〇
〇
円

を

生
徒
等

 

四
、
六
〇
〇
円

」

「

 

サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

一
時
間
に
つ
き

一
般

 

九
、
二
〇
〇
円

生
徒
等

 

四
、
六
〇
〇
円

に
改
め
、
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室
内
練
習
場

一
時
間
に
つ
き

一
般

 

九
、
二
〇
〇
円

生
徒
等

 

四
、
六
〇
〇
円

」

同
表
宮
城
自
転
車
競
技
場
の
項
を
削
る
。

別
表
第
十
一
第
二
号
の
表
宮
城
野
原
公
園
の
項
中

「

宮
城
球
場

宮
城
自
転
車
競
技
場

宮
城
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

宮
城
相
撲
場

」
を

「

宮
城
球
場

宮
城
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

宮
城
相
撲
場

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

一 　

別
表
第
一
、
別
表
第
三
及
び
別
表
第
七
第
一
号
の
表
の
改
正
規
定
、
別
表
第
七
第
二
号
の
表
の
改
正
規
定
（
宮

城
自
転
車
競
技
場
の
項
を
削
る
部
分
に
限
る
。）
並
び
に
別
表
第
十
一
第
二
号
の
表
の
改
正
規
定　

公
布
の
日

　

二 　

別
表
第
四
第
一
号
の
表
の
改
正
規
定
、
別
表
第
七
第
二
号
の
表
の
改
正
規
定
（
宮
城
自
転
車
競
技
場
の
項
を
削

る
部
分
を
除
く
。）
及
び
次
項
の
規
定　

平
成
二
十
六
年
八
月
一
日

　

（
経
過
措
置
）

２ 　

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）
前
に
改
正
前
の
県
立
都
市
公
園
条
例

別
表
第
四
第
一
号
の
表
公
園
施
設
の
管
理
の
項
に
掲
げ
る
宮
城
球
場
及
び
宮
城
球
場
駐
車
場
に
つ
い
て
施
行
日
以
後

の
日
を
許
可
の
期
間
の
末
日
と
す
る
都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
公
園
施
設
の
管
理
の
許
可
（
以
下
「
管
理
の
許
可
」
と
い
う
。）
を
受
け
て
い
る
者
が
、
施
行
日
以
後
引
き
続

き
改
正
後
の
県
立
都
市
公
園
条
例
別
表
第
四
第
一
号
の
表
公
園
施
設
の
管
理
の
項
に
掲
げ
る
宮
城
球
場
の
管
理
の
許

可
（
以
下
「
新
許
可
」
と
い
う
。）
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
い
て
、
施
行
日
の
前
日
ま
で
に
当
該
宮
城
球

場
駐
車
場
の
管
理
の
許
可
（
以
下
「
旧
許
可
」
と
い
う
。）
に
係
る
使
用
料
を
納
入
し
て
い
る
と
き
は
、
施
行
日
か

ら
旧
許
可
の
期
間
の
末
日
ま
で
の
間
に
係
る
当
該
使
用
料
の
額
の
限
度
に
お
い
て
、
新
許
可
に
係
る
使
用
料
を
納
入

し
た
も
の
と
み
な
す
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

県
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
七
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
条
例
第
五
十
九
号

　
　
　

県
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

県
営
住
宅
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
六
条
の
二
第
一
項
第
四
号
中
「
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関

す
る
法
律
」
を
「
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶

者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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